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1. 開会 

 
事務局： ただ今より、第２１回むつ市総合教育会

議を開催いたします。 

   本会議は、むつ市総合教育会議設置要綱第５

条第１項に基づき、市長が招集し、本日は同設

置要綱第２条第１項に規定する大綱の策定につ

いて協議いたします。 

 

事務局： それでは、議事に移らせていただきます。 

   会議の進行は市長に努めていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

 

 

2. 議事 
報告(１) 

 

宮下市長： それでは、次第に沿って会議を進め

ます。 

はじめに、８月２６日に開催された会議で提

示いたしました、むつ市教育大綱から今回ど

のように変更したのか、ということについて、

事務局から説明をお願いします。 

事務局（鷲岳政策推進監）： 資料１、カラー版

の資料をご覧ください。 

   本文２ページもありますが、表紙の青字で

書かれた部分が教育方針となります。 

   学校教育と社会教育を通じて、未来を担う

子供たちが高い自己肯定感を持ち、他者を尊

重し、生きる力を育む。といたしました。 

   次のページをお開きください。 

   重点項目として、｢生きる力｣を育むことが、

終始一貫してブレることのない方向性であり、

重要なコンセプトとして捉え、１．学校教育

の充実、２．社会教育の充実の２点を重要項

目とし、各種施策を実施することといたしま

す。 

   施策項目は、学校教育の充実では４項目、

社会教育の充実では２項目とし、前回まで掲

載しておりました「教育基盤の整備」につい

ては、削除いたしました。 

   以上が、再編成のポイントでございます。

よろしくお願いいたします。 

ただいまの説明に、委員の皆様からの質疑

等にお答えをお願いいたします。 

 それでは、各委員から、講演を聴いての感

想や質疑をお願いします。 

 

宮下市長： ただ今の説明に対しまして、皆様か

ら意見等はございますでしょうか。 

皆様からいただいた意見をですね、パワー

ポイントはともかくとして、中身の方では追

加修正という形で載せています。 

質問がなければ次に移らせていただきます。

よろしいでしょうか 

 

（異議なし） 

 

 報告(２) 

 

宮下市長： 続きまして、むつ市教育大綱(案)に

対する、むつ市内小中学校校長からの意見と

パブリックコメントに寄せられた意見につい

て、事務局より報告願います。 

 

事務局（鷲岳政策推進監）： はじめに、パブリ

ックコメントの結果についてです。 

９月１３日から２７日までの１５日間、ホ

ームページ及び主要施設の窓口にむつ市教育

大綱（案）を閲覧できるようにして、意見を

募集いたしましたが、寄せられた意見はあり

ませんでした。 

次に、市内各小中学校校長先生に、教育大

綱（案）について、意見を求めたところ、資

料２のとおりご意見がありました。 

私の方から｢Ⅰ．はじめに｣について説明い

たします。 
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｢Ⅰ．はじめに｣については、市長の想いに

ついて記述されているところですが、中段に、

「こうした世界の変化は、私たち自身が解決

していかなければなりません。」と記述があり

ましたが、ここについて変更を求める意見が

ありまして、それに対する事務局の回答案と

して、「こうした世界の変化によって生じてく

るであろう課題については、私たち自身が解

決して行かなければなりません。」という形に

修正したいと思っております。 
他の事項については、学校教育課からお願

いします。 
 

事務局（祐川副理事）： 学校教育の充実につい

て関わる質問と回答です。 

まず、（１）学力の向上①明確な目標設定に

ついてでありますが、教育委員会では、学力

の向上に対して、様々な施策に取り組んでい

ますが、取り組んだ結果、有効かどうか検証

する必要があります。成果検証の指標となる

ものであることを御理解いただきたい。とい

うものになります。 

続いて、④０歳から１８歳までの切れ目の

ない学力の向上施策の推進についてというと

ころで、幼稚園、保育園と小学校の連携の必

要性ということが述べられていますが、この

ことにつきましては、この教育大綱を基にし

て、学校教育プランというものを現在作成し

ているところでありますが、このプランの中

に、幼稚園、保育園と小学校との連携を図る

という項目を載せることにしております。今

後も、就学前、入学後の相談体制の充実に努

めていくことにしております。 

続いて、（２）体育・健康教育の充実、①健

康な体を育む学校づくりについてですが、マ

ラソンや縄跳びのみの指導と誤解されるので

はないかという指摘ですが、学校では健康増

進のためマラソンや縄跳びなど様々な運動を

取り入れていますが、この例示としてあげた

ものだとお伝えしてご理解いただきたいと思

っております。 

続いて、（３）夢を育む教育②特別支援教育

の充実についてです。 

５歳児検診の実施を加えてはどうかという

御意見ですけど、５歳児検診ついては意見に

あるとおりの発達の状況や特別な支援を必要

かどうか等について把握することにつながる

ものでありますが、医療機関等の協力も必要

であることから、今後の検討課題としていた

だくことで御理解いただきたいと思います。 

続いて４つ目、（４）地域とともにある学校

①ふるさとむつ市への愛着と誇りを育む教育

についてですが、教育課程の編成をもっと尊

重すべきではないかという御意見につきまし

てですが、ジオパークに関する学習について

は、現在も市内の全ての学校で取り組まれて

おりまして、ふるさとの理解につながるもの

でると考えておりますので、今後もジオパー

クを教材として活用していただきたいと御理

解いただきたいと思っております。 

以上です。 

 

宮下市長： いま、パブリックコメントには意見

がなくて、小中学校の校長先生から御意見が

ありましたけれども、その他、皆様から何か

ございますでしょうか。 

特になければ、意見がないようですですの

で、報告についてはこれで終わります。 

私の印象としては、皆さん関心が無いなと

非常に残念に思っています。校長先生方にし

ても、世の中にしても関心無いなという風に

思いますが、ただ、関心が無いというのは、

変わることがないとみんなが思っていること

なんでしょう。 

ただ、そういう面もあると思いますけど、

そうではない世界を私たちはどうやって作っ

ていくかということが大事だと思っています。 

 

黒木委員： 学力向上をすごく嫌がっている気が

するんです。 



第 21 回むつ市総合教育会議議事録 

 

 
- 4 - 

学力向上がテストの点数向上となる危険性

をはらんでいるのではないか。テストの点数

向上以外の何物でもないので。学校の成績は、

テストで簡単に計れるものなので、それを嫌

がっている理由はちょっとよくわからないの

で、どなたか分かる方がいたら。 

 

事務局（祐川副理事） 学力向上につきましては、

点数向上の危険性と書かれていますけれども、

つまり、点数のみ拘るということになるので

はないかと思っていることではないか。点数

に拘るあまり、テスト対策に力を入れるとか、

繰り返し繰り返しドリルにだけ力を入れると

か、本来育むべき基礎基本を育むのは当然で

すけど、思考力、判断力、表現力とか、そう

いうことが疎かになって、本当に点数点数を

気にしてしまうところがあるのではないかと

思っているということかなと思っています。

ただ、学力については、点数はもちろんです

けど、例えば学習意欲とか学習習慣とか学ぶ

力というようなところも含めて学校の方では

学力と考えておりますので、このような質問

になっているのではと思っています。 

 

黒木委員： 学習習慣とか学習意欲というものは

全部の点数に全て、成果資料として表れるも

のなので、テストの前にやる学習意欲、学習

習慣。 

もしも、点数点数というのが思考力が云々

というのであれば、テストが間違っている。

思考力を試すテストをやれば良いだけなんで

す。私には理解できない。 

 

宮下市長： 私も同感です。 

結局ですね、この方がどなたかとか、何を

言っているのかはさておき、大綱の４ページ

で学力の向上に明確な目標設定というものが

あります。この明確な目標設定ということは、

まさに授業の改善点は、プロセスの話ですけ

れども、数値目標ですね、学力検査等による

学習状況の分析結果等を根拠として、学校教

育プランに明確な目標設定を示すということ

と、各校が実態に応じた数値目標を設定する

と書いていますので、やはり点数というとこ

ろにも拘って学校の中でやっていくことにな

ろうかと思います。 

先ほど、関心が無いという話をして、関係

無いと思っているかもしれませんが、こっち

にしっかり書いていますので、これはしっか

りと学校の方でやっていただきたいと思いま

すので、私たちの理解はしっかり学校に伝え

ていただきたいと考えています。 

その他、ございますか。 

 

納谷委員： マラソンや縄跳びがちょっと引っか

かったんです。 

例示しなくても、例えば学校生活の中で常

に体を動かせるようになったとか、いま、ダ

ンスとかもしているので、もし、例示するの

であれば、今新しく必須になったものの代表

的なものとか、そういうのでいいのかな。マ

ラソンとかはちょっと古いと感じます。例示

しなくてもいいのでは。 

 

宮下市長： 確かにそうですね。マラソンと縄跳

びって古い代表的なもので、たくさん走れ、

たくさん飛べ、ロッキー見ないな感じです。

何でこのようになったんでしょう。 

 

事務局（伊藤教育部長） マラソンとか縄跳びに

取り組んでいる学校が、小学校とか中心に多

くて、こういう表現になった。 

 

納谷委員： 肥満対策のために取り入れて、走っ

て飛びましょう。 

 

事務局（伊藤教育部長） 下北一周とかみたいな

ものを学校では取り入れています。 

 

納谷委員： 表を貼って、シールを貼って取り組
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んでいるんですけど、大綱の中に載せるとい

うのはどうか。 

 

宮下市長： 消しましょうか。 

例示がなくても、どういう運動なのか。健

康づくり・・・。 

教育長いかがですか。 

 

阿部教育長： 一番可能なのが、様々な運動とか、  

興味関心を持つ運動とかで、例示を外すこと

は可能かと思います。 

 

宮下市長： 田中教育委員どうですか。 

 

田中委員： 実はこれ、私、作っているときどん

なことやっているのと聞いたのがそのまま載

ってしまった。 

 

宮下市長： 「健康な体を育む運動」にしますか。

教育長よろしいですか。 

 

阿部教育長： はい。 

 

宮下市長： そうしましょう。そこだけ直しまし

ょう。田中先生よろしいでしょうか。 

 

田中委員： はい。 

 

宮下市長： そのほかも含めて大丈夫ですか。 

  ここだけを修正して議事に移りたいと思いま

す。 

 

案件(1) むつ市教育大綱の決定について 

宮下市長： むつ市教育大綱の決定についてあり

ます。 

これまで、皆様から御意見をたくさんいた

だきました。また、ここに至る過程では、昨

年度、百ます計算の陰山先生に来ていただい

たりとか、あるいは、インフィニティの大谷

先生に来ていただいたとか、代ゼミの髙宮さ      

んにオンラインで講演いただいたりとか、山

田高校の黒田監督にもお話を聞きました。そ

ういった課程を踏まえてここまできましたけ

れども、再編成のポイントについても説明が

あり、議論は尽くされたものと考えています。 

   細かい修正はありましたけれども、この内

容で第２期むつ市教育大綱として決定したい

と考えますが、皆様これでよろしいでしょう

か。 

 

(異議なし) 

 

宮下市長： それでは、決定させていただきます。 

 

説明（１）大綱を具現化するための事業説明 

 

宮下市長： ここで、ただ今決定しました教育大

綱の理念をすすめるにあたり、各所属におい

て柱となる施策を説明してください。総務課

から説明お願いします。 

 

事務局(工藤総務課長)： 学力の向上を図るにあ

たり、地域課題の１つである医師不足に対応

することを目的として、高校生を対象に「ま

さかり高校医学部進学・特進コース事業」を

予備校の協力を得て講習会を実施してまいり

ます。 

また、東京大学と連携し、下北 Project 事

業の一環として、小中学校の児童生徒を対象 

とした「まさかり寺子屋事業」を実施し、東

大生による学習支援を推進します。 

次に、大畑地区の小学校は、５メートル以

上の津波浸水区域となっていることから、児

童の安全のために、小学校の統合も含めた安

全対策を早急に検討してまいります。 

コミュニティ・スクールの推進により、学

校と地域が目標や課題を共有し、ともに連

携・協働しながら双方の活性化につなげるた

めに、学校運営協議会会議において各学校の

実情を踏まえながら、学校運営等について地
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域の参画を進めます。  

 

宮下市長： 生涯学習課から説明お願いします。 

 

事務局(畑山生涯学習課長)： スポーツ面では、

著名なスポーツ指導者、選手をむつ市に招

致し、子供たちはもちろんのこと、むつ市

の指導者にむけて、教室及び講習会を行い

ます。 

生涯学習面では、設置しているむつ市地

域学校協働本部において、学校と地域との

活動を強化し、様々な活動を通して子ども

たちの環境づくりを促進します。 

文化財については、既存の施設や学校等

を活用しながら保存を行い、収蔵品を有効

活用することにより文化財に親しむ機会の

充実に努めます。 

中学校文化部活動については、スポーツ

部活動と方向性を合わせ、「むつ市版総合型

地域文化クラブ」を創設し、子どもから大

人までが一層文化活動に親しめる環境を整

備します。 

 

宮下市長： 学校教育課から説明お願いします。 

 

事務局(祐川学校教育課長)： 学力の向上に向

け、知識・技能の習得と活用力の育成をね

らいとして、学力向上プログラムを各学校

に通知し、２学期から授業改善に取り組ん

でいるほか、デジタル教材の有効活用、こ

れまでの教育実践とＩＣＴの効果的な組合

せによる指導の充実に取り組みます。 

様々な教育課題に対応し、児童生徒の健

やかな成長に資するよう教員の資質向上に

向け、弘前大学との連携による教科・健康

教育に関する６つの講座の開催や、全国的

な研究大会への参加費助成など、研修の機

会の充実に取り組みます。 

タブレット端末の活用については、タブ

レット上での意見や考えの共有、小学校４

教科・中学校５教科のデジタル教材の活用、

体育での撮影した映像をもとにした自らの

改善点の把握等のほか、今年度は全校に配

備されたデジタル教科書を用いた英語の発

音の練習、紙の教科書では不可能な資料動

画の視聴をするなどＩＣＴの効果的な活用

に努めていきます。 

児童生徒の健康増進のため、弘前大学大

学院医学研究科の協力による「健康の未来

を考えるプロジェクト授業」を実施し、健

康課題の解決に向けた実践を推進します。 

キャリア教育については、社会的・職業

的な自立に向け、明確な目的と学習内容を

設定して職場体験等の校外学習の効果的な

実施に努めるとともに、キャリア教育講演

会、むつ市中学生夢育む体験入学事業を実

施します。 

特別な配慮を要する児童生徒への支援を

充実させるため、特別支援教育推進委員会

の総合判断を生かした支援の充実と、早期

からの相談体制の整備に取り組むとともに、

一人一人の教育的ニーズに応じた指導を実

現する校内支援体制の構築に努めます。 

ジオサイトの見学や体験活動、講師を招

いての講話など様々な学習を通して、学習

内容を深化・統合させながら地域への理解

と愛着を深められるよう、ジオパーク体験

活動推進事業の充実に取り組みます。 

 

その他 

 

宮下市長： 次に、その他となっていますが、

委員の皆様から何か案件はありますか。 

 

    (なし) 

 

宮下市長： では、以上をもちまして議事を終

了させていただきます。事務局にお返しし

ます。 
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事務局： これをもちまして、第２１回むつ市

総合教育会議を閉会します。なお、第２期

むつ市教育大綱については、１０月に開催

されます定例記者会見で発表させていただ

き、その後、ホームページ等で公表いたし

ます。 

また、本日の協議内容、経過につきまし

ては、要点をまとめた上、むつ市公式ホー

ムページに掲示することにより公表するこ

とといたしますので、御了承願います。 

本日は誠にありがとうございました。 

 

  (終わり) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


